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坂本 雄三（ハウスオブザイヤー審査委員⻑、東京⼤学名誉教授） 

繰り返しになりますが、本表彰の趣旨は、建物躯体と設備機器をセットとして捉え、トータ
ルとしての省エネルギーや CO2削減等へ貢献する優れた住宅を表彰し、そのような住宅を全
国に普及させることにあります。本表彰のこれまでの応募状況や⼤賞受賞企業を表１に⽰し
ます。また、2023 年度表彰における評価順位と建物性能指標（UAと BEI）の分布を図１〜３
に⽰します。これらのデータから推測しますと、本表彰の趣旨は全国で受け⼊れられていると
判断してよいものと思われます。もちろん、その背景には補助⾦や規制強化などの政府等の政
策によるプッシュがあります。最近も東京都によって「東京エコビルダーズアワード」なる表
彰が⾏われましたが、その趣旨は本表彰のそれと同質ものと⾔えましょう。 

さて、2023 年度の⼤賞受賞の住宅について、⼀⾔述べておきます。ヤマト住建は三回⽬の
受賞で、断熱性能と設備性能が共に優れ、両者のバランスが良いことが特⻑と⾔えます。ホー
ムズとユートピア建設は、ともに初の⼤賞受賞です。前者は断熱性に優れ、後者は設備性能に
優れています。特に、後者のユートピア建設は、省エネやエコに関する対策ばかりでなく、制
震ダンパーの採⽤など災害対策にも注⼒しており、⽂字通りのスマートハウスを志向してい
ます。これは今後の優れた住宅の⽅向を暗⽰するものと⾔えます。 

表１ 最近までの応募・受賞シリーズ数および⼤賞シリーズと企業名 

 

 
図１ 順位と総合得点（2023 年度）    図２ UA の昇順分布（2023 年度）  図３ BEI の昇順分布（2023 年度） 



      

秋元 孝之（ハウスオブザイヤー審査委員、芝浦⼯業⼤学 教授） 
 
受賞者の皆様、誠におめでとう御座います。 

 気候変動問題の解決に向けて「省エネ・低炭素」から「脱炭素」へと⼤きく舵が切られてい
ます。2023 年末にアラブ⾸⻑国連邦のドバイで開催された COP28では、すべての国が「化
⽯燃料からの脱却を進め、今後 10 年間で⾏動を加速させる」ことが合意され、また、2030 年
までに再⽣可能エネルギー発電容量を世界全体で 3 倍、エネルギー効率の世界平均を 2 倍に
する⽬標が掲げられました。エネルギー効率の⾼い住宅の設計や再⽣可能エネルギーの利⽤
などの持続可能性を重視した地球環境への配慮が進むことが益々重要になっています。 
 今回のハウス・オブ・ザ・イヤー・イン・エナジーにも、⼤変多くのまたとても優れた「外
⽪と設備をセットで捉えた、トータルとして省エネルギーな住宅」の応募がありました。また、
脱炭素社会実現のための取り組みもみられました。今回も皆様の取り組みと応募資料の充実
度が増しており、優劣をつけることが⼤変難しかったです。 
 秋元賞は「サンヨーホームズ」としました。アップフロントカーボンにおける削減への取り
組みに加えて、サーキュラーエコノミーに資する「スクラップ＆ビルド」から「ストック活⽤
型」の提案をしていることを⾼く評価しました。次回も皆様からの先進的な取組の応募を期待
しています。 
 
 
 
  



寺尾 信⼦（ハウスオブザイヤー審査委員、株式会社寺尾三上建築事務所 代表取締役） 
 
受賞者の皆様、おめでとうございます。 
桜の季節の表彰式が、本誌への記事掲載に変わり 4年、建物性能指標の分布図などが誌上で
⾒易く確認できるようになりました。UA 値の平均「2020 年度：0.42」→「2021：0.41」→
「2022：0.40」→「2023：0.43」の横ばい傾向について、伸び⽌まりではなく、もっと多様な
価値の創造に向けて各社が⼒を⼊れ始めたのでは、と嬉しく拝⾒しました。 

2050 年脱炭素社会に向けて建物の全⽣涯の脱炭素化、WLC（ホールライフカーボン）削減
が注⽬され、運⽤時の省エネ以外に多様な評価が求められています。今年の寺尾賞は「（株）
住まいのウチイケ」、「松尾建設（株）」とさせて頂きました。具体的な応募住宅というより、
両社の取組み姿勢を評価させて頂きました。 

住まいのウチイケさんは毎年、⾼い総合順位をキープされている中、新分野WLC 削減に向
けての学びを社員⼀丸となって開始された会社全体の向上⼼を⾼く評価しました。また松尾
建設さんは断熱性能第 2 位の⾼度な建物性能と、質の⾼い建築設計を⾞の両輪として位置付
けておられる点を⾼く評価しました。本賞応募の全社が⾼度な建物性能を実現する技術を磨
かれたと思います。 

今後は各社ごとに新たなコンセプトの未来基準を追加しながら、地域に根付き愛される住
宅づくりに意欲を燃やして頂くことを⼼から期待します。 
 


